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第１ 章 はじ めに 

 

１  実証事業の目的 

 

県内の人工林は本格的な主伐期を迎えており 、今後、こ う し た森林から 木材生産を行い、

森林資源の循環利用を進める には、 林業の担い手の確保、 生産性と 安全性の向上、 県産材

の流通の円滑化等の諸課題に対応する 必要がある 。 こ れら の課題の解決には、 地理空間情

報の高度な活用や近年目覚ま し い発展を遂げている Ｉ Ｃ Ｔ 等の先端技術を積極的に活用し

て林業イ ノ ベーショ ンを進める こ と が不可欠である 。  

本事業は、 こ う し たこ と を踏ま え、 県内の森林・ 林業・ 木材産業等の関係者が連携し 、

Ｉ Ｃ Ｔ 等を活用し た森林施業や木材生産の効率化・ 省力化を段階的に実証し 、 県内へのス

マート 林業の普及を進める こ と を目的と する 。  

ま た、こ の取り 組みを通じ 、市町村が行う 森林経営管理など によ る 森林整備を支援する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

生産販売情報のデジタ ル化と 共有のイ メ ージ 

計画・ 情報の共有、 見える 化 

施業現場 中間土場 工場等土場 丸太 

⑥丸太検収野帳 

 売上伝票 

⑨入荷買受野帳 

 買受伝票 

自動作成 

所有者別、 現場別、 販売先別 

お金 

⑩月次売上請求書 ⑪ 月次買受清算
書 

自動作成 

所有者別、 現場別、 販売先別 

県森連 

Ｚ 工務店 
Ｙ 製材工場 

Ｘ ベニヤ工場 

工場等買受者 

Ｃ 林産 
Ｂ 林業会社 

Ａ 森林組合 

林業事業体 
①注文 ③生産計画 

④注文割当 

②生産
情報 

⑤注文
情報 ⑦造材情報 ⑧販売情報 

樹種・ 規格別数量・ 単価 施業地・ 樹種・ 数量 

樹種・ 数量 

規格・ 数量・ 単価 

規格・ 数量・

単価 

デジ
タ ル
情報 ・ 需給マッ チング  

ク ラ ウド 管理 
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２  実証事業の概要 

 

（ １ ） 実証事業の実施体制 

 

実証事業の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オブザーバー 

県森林研究所、 木材研究所、 検証事業体 

部会 

部会の開催、 調査等の進捗管理 

①通信情報部会 
森林研究所、 Ｎ Ｔ Ｔ アド バン ス テク ノ ロ ジ、

フ ォ レ ス ト シー、 北陸電気工業 

 

②機械情報部会 
コ マツ 富山、 Ｎ Ｔ Ｔ アド バン ス テク ノ ロ ジ、

アジア航測、 竹谷商事、 中日本航空 

 

③丸太情報部会 
需給情報セン タ ー、木材研究所、アジア航測 

 

④森林経営管理部会 
市町村、 アジア航測 

事務局（県森連） 
 
・ 協議会、 幹事会、 報告会の開催準備 

・ 全体の進捗管理 

・ 支払い 

契約・支払い 
伐採等計画提出 

検証事業体 
 

・ 調査検討支援 

・ 機械リ ース 、 機材提供 

協議会・幹事会 
 

県、市町村、県森連、県木連、素生協、 

需給情報セン タ ーなど  

参加・知見提供 

参加依頼 

事業計画提出 

調査検討 

依頼 

調査・検討 

計画提出 

調査検討支援 

情報(ﾃﾞｰﾀ)提供 データ収集方法指導 

貸出・技術指導 

協力依頼 

林業事業体等（実証事業体） 
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（ ２ ） 令和７ 年度の実証内容 

 

① 架線（ タ ワ ーヤーダ） によ る 木材生産の実証 

内   容 実施項目 

路網の開設が困難な急傾斜地等での

タ ワ ーヤーダを 活用し た木材生産を

検証 

①タ ワ ーヤーダを活用し た工程毎の作業時間や素材

生産量等の計測 

②生産性や生産費の算出 

③富山県森林ク ラ ウ ド によ る 架線計画の策定 

 

② ド ロ ーン を 活用し た森林資源調査の実証 

内   容 実施項目 

ド ロ ーン で撮影し た画像を 用いた森

林資源量の把握を検証 

①ド ロ ーンによ る 対象森林の撮影 

②撮影地の画像を基に、 抽出し た立木について、 現地

で樹種、 胸高直径を調査 

③ド ロ ーン で取得し たデータ と 現地調査の結果を基

に、 樹種判定と 直径、 材積の算定 

④算定し た材積と 毎木調査と の比較などによ る 、 精度

の検証 

 

③ 緊急時の連絡体制の構築 

内   容 実施項目 

携帯電話圏外の林業フ ィ ールド にお

いて、緊急時に事務所などと 緊急時に

連絡する ための通信機器を検証 

①低軌道衛星と デジタ ル簡易無線機と の連携によ

る 位置情報の共有の実証 

②衛星無線機を 活用し た緊急時など の連絡体制の実

証 
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（ ３ ） 実証事業の概要 
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（ ４ ） 実証事業の実施箇所 

 

●令和７ 年度 

①架線（ タ ワ ーヤーダ） によ る 木材生産 

NO 所在地 標高 施業内容・ 面積 実証事業体 

1 
富山市舟倉地内 

（ 公社造林地）  
250m～330m 

面的複層林施業（ 更新伐）

2.32ha 
富山県農林水産公社 

 

②ド ロ ーン を 活用し た森林資源調査 

NO 所在地 標高 施業内容・ 面積 実証事業体 

1 
高岡市山川地内 

（ 旧高岡市）  
80m～150m 

－ 

富山県西部森林組合 

DeepForest 

Technologies㈱ 2 小矢部市臼谷地内 90m～120m 

 

③緊急時の連絡体制の構築 

NO 所在地 標高 使用機材 実証事業体 

1 
富山市八尾町安谷

（ 旧八尾町）  
460m～680m 

ス タ ーリ ンク ＋デジタ ル

簡易無線機（ sok o-co 

FORE ST）、 衛星無線機

＋デジタ ル簡易無線機 

富山森林組合 
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第２ 章 実証事業 

 

第１ 節 タ ワ ーヤーダを 活用し た架線集材 

 

１  目的 

県では森林資源の循環利用に向け、 主伐や間伐など によ る 木材生産を推進し ており 、 こ れ

を受け、 農林水産公社において、 将来の伐採に向け、 面的複層林施業地の候補地を調査し た

と こ ろ、 一部の急傾斜地など 、 路網の開設が困難な森林が含ま れ架線集材を導入する 必要性

が生じ た。  

こ のため、 タ ワ ーヤーダによ る 「 架線系作業シス テム」 によ る 集材を実施し 、 その有効性

について検証を行う 。  

 

２  実証地と 実証方法 

（ １ ） 実証地 富山市舟倉［ 公社造林地］ 4. 59ha 

【 林況】  

・ 植生： スギ人工林（ 60 年生）  ・ 標高： 360ｍ～450ｍ 

・ 傾斜： 26°～40° ・ 斜面方向： 北向き  

・ 立木密度： 433 本/ha ・ 平均樹高： 19. 8ｍ 

・ 平均胸高直径 34. 1 ㎝ ・ ha 当たり 幹材積： 393ｍ 3/ha 

 

実証地位置図 
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実証地平面図 

 

（ ２ ） 実証方法 

施業地の一部において架線集材を行う にあたり 、 近年、 県内ではタ ワ ーヤーダによ る 木

材生産が行われていないため、 隣県の岐阜県において、 タ ワ ーヤーダを積極的に活用さ れ

ている 、 飛騨市森林組合に作業を委託し 、 実施。  

１ ） 作業期間 令和７ 年９ 月 24 日～10 月 23 日 

実働 16 日。 う ち研修実施や機械運搬４ 日含む。  

２ ） 施業内容 

人工林面的複層林施業（ 更新伐）  

・ 施業面積： 3. 36ha ・ 伐採面積： 0. 68ha（ 1ha 未満の群状伐採）  

・ 伐採率： 20. 2％ ・ 林内運搬： なし  

計画地 

公社造林地 

（ 車両系計画

公社契約地 

林道 

計画地 

計画地 

公社造林地 

（ 車両系計画

林道 

実証地全景 
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３ ） 実証フ ロ ー 

実証にあたっては、 次のと おり の進め方と 役割分担と し た。

 

※今回の実証では、 立山山麓森林組合が元請と なり 飛騨市森林組合が架線集材を受託 

 

４ ）  作業概要 

ⅰ 調査①（ 机上）  

索張り 計画の策定にあたり 、 富山県森林ク ラ ウ ド によ り 実施。  

・ 実施日： 令和７ 年 5 月 29 日（ 木） ～5 月 30 日（ 金）  

・ 実施者： 富山県農林水産公社 

 

【 富山県森林ク ラ ウ ド によ る 架線計画】  

富山県森林ク ラ ウ ド （ 以下、 Ｇ Ｉ Ｓ ） の機能と し て架線計画の設計支援機能があり 、

航空レ ーザ計測によ って取得さ れた地盤高の三次元データ など を活用し 、 主索の位置と

支柱の取付け位置の選定が可能と なっている 。  

その特徴と し て、  

ａ . 三次元データ から、 主索を張る 上での条件設定値の入力によ り 、 断面図や平面図が表

示可能 

ｂ . 単木情報に含ま れる 胸高直径によ る 支柱に適し た対象木の選定可能 

ｃ . 設定し た集材範囲の中にある 樹頂点情報から 、 出材量を推定可能 

である こ と から 、 今回の実証事業では、 計画策定に活用し た。  

机上調査

• 公社

現地調査

• 公社

• 立山山麓森
林組合

机上調査

• 公社

現地調査

• 飛騨市森林
組合

• 公社

• 立山山麓森
林組合

施業

• 飛騨市森林
組合（施工）

• 立山山麓森
林組合（施工
管理・木材搬
出）

【 参考： 面的複層林施業のイ メ ージ】  
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ⅱ 調査②（ 現地）  

Ｇ Ｉ Ｓ で検討し た索張り 候補地について、 関係者で現地調査を実施し 、 タ ワ ーヤーダ

の設置の条件を確認し た。 特に実証地は林道や遊歩道に面し た箇所で、 次の条件を満た

す必要があった。  

ａ . タ ワ ーヤーダが林地に設置でき ないこ と から 林道占用許可を得ら れる 。  

ｂ . タ ワ ーヤーダ設置の際に必要な控索と し て公社造林地以外の立木が使用でき る 。  

ｃ . 遊歩道をま たいだ索は設置し ない。  

架線計画図 架線計画図（ 赤色立体図）  

架線計画図（ オルソ 画像）  架線計画図（ レ ーザ林相図）  

架線計画（ 縦断図）  集材範囲内の木材情報表示 
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ｄ . 先柱に適し た立木が存在する 。  

・ 実施日： 令和７ 年 6 月 6 日（ 金）  

・ 人工数： 0. 5 人日 

 

ⅲ 調査③（ 机上）  

現地調査結果から 、 索張り 方法を森林Ｇ Ｉ Ｓ で再検討し た。  

タ ワ ーヤーダ設置位置を固定し 、 先柱設置位置を検討。 索の設置可否について確認の

上、 必要な場合は中間支柱も 検討し た。  

ま た、先柱設置位置周辺の立木情報を取得し 、先柱候補の木の存在を机上調査で実施。  

・ 実施日： 令和７ 年 7 月 1 日（ 火） ～7 月 2 日（ 水）  

・ 実施者： 富山県農林水産公社 

 

ⅳ 調査④（ 現地）  

索張り する こ と と なった線形（ １ 本） について、 タ ワ ーヤーダの設置箇所や先柱の候

補と なる 立木など を、 飛騨市森林組合と 最終確認。  

こ の結果を元に、 飛騨市森林組合が DEMデータ を元にタ ワ ーヤーダ架設シミ ュ レーシ

ョ ンを実施。  

・ 実施日： 令和７ 年７ 月３ １ 日（ 木）  

・ 人工数： 1. 5 人日 

先柱調査状況 実証地隣接の歩道 

先柱調査状況 先柱候補 
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架線設置概要図（ 平面図）  

先柱

控索 

土 場 

架線系 

車両系 

架線設置概要図（ 拡大平面図）  
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ｖ  先行伐採 

線形周辺の立木をチェ ーンソ ーで伐採。  

・ 実施日： 令和７ 年 10 月６ 日（ 月） ～10 月７ 日（ 火）  

・ 人工数： 3. 3 人日 

・ 数量等： 43 本 

 

ⅵ タ ワ ーヤーダの据え置き と 架線設置 

今回、 飛騨市森林組合では、 架線設置に際し リ ード ロ ープの設置など をド ロ ーンによ

り 運搬を実施。  

その後、 林道にタ ワ ーヤーダを据え置き 、 先柱を用いて主索・ 控え索を張上げ。  

・ 実施日： 令和７ 年 10 月８ 日（ 水） ～10 月９ 日（ 木）  

・ 人工数： 6. 1 人日 

・ 架線の概要： 延長約 283ｍ、 高低差約 83ｍ、 タ ワ ー高 11ｍ、 先柱（ 高さ 約２ ｍ）  

  

架線の概要図（ 縦断面図）  

距離： 282.9ｍ  高低差： 82.5ｍ 

高低角： 16.3 度 斜距離： 294.7ｍ  

中央垂下費: 0.04 

タ ワ ーヤーダ架設シミ ュ レ ーショ ン結果 
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ⅶ 伐採（ 先行伐採除く ）、 集材、 造材 

施業エリ ア内の立木伐採［ チェ ーンソ ー］、 伐採木の集材［ タ ワ ーヤーダ］、 造材［ ハ

ーベス タ ］  

・ 実施日： 令和７ 年 10 月９ 日（ 木） ～22 日（ 水）  

・ 人工数： 26. 2 人日 ［ 基本構成］ 伐採１ 人、 集材１ 人、 造材１ 人 

・ 数量等： 325. 2ｍ 3 

先柱の設置状況 

控え索の設置状況 

ド ロ ーンによ る リ ード ロ ープの運搬状況 
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・ 集材方法：  

ⅰ. 下げ荷集材 

ⅱ. 元口に玉掛し 、 地曳き で全幹集材 

ⅲ. 搬器はリ フ ト ラ イ ナーを使用し、 伐採木の引き 寄せ及び土場への集材はリ モコ ンで操

作 

ⅳ. 予め、荷揚げポイ ント や土場の場所を設定する こ と で、リ フ ト ラ イ ナーは自動で走行、

停止 

v. 吊り 上げ可能量は最大４ t。 横取り は左右 85ｍま で可能 

ⅵ. 土場での荷下ろし を省力化する ため、 オート チョ ーカーを使用 

 

 

  

実証地全景（ 起点側から ）  実証地全景（ 終点側から ）  

集材状況（ 玉掛け直後）  集材状況（ 運搬中）  
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ⅷ 架線の撤去と タ ワ ーヤーダの撤収 

先柱、 控え木に設置し ている ワ イ ヤーロ ープ、 ス リ ング 等の撤去、 タ ワ ーヤーダの撤収 

・ 実施日： 令和 7 年 10 月 22 日（ 水）  

・ 人工数： 1. 0 人日 

 

（ ３ ）  使用機械 

１ ） タ ワ ーヤーダ 

・ コ ンラ ート 社（ オース ト リ ア製） 3000Uホイ ールタ イ プ 

・ タ ワ ー高 最大 11m 

・ 総重量 19, 500kg 

・ 荷揚げ能力 最大 4ｔ  

・ ワ イ ヤー ス カイ ラ イ ン D20 ㎜（ 600ｍ）、 ホールバッ ク ラ イ ン 

ワ イ ヤーロ ープは主にヨ ーロ ッ パで使用さ れている 圧縮ワ イ ヤーを使用。 一般的なワ イ

ヤーに比べ高価である が、 耐久性が高く 滑車に跡が残ら ない等の利点がある 。  

  

集材状況（ 土場周辺）  土場周辺の状況 
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２ ） リ フト ラ イ ナー 

・ コ ンラ ート 社（ オース ト リ ア製） LL40-2 

・ 総重量 1050kg   ・ 荷揚げ能力 最大４ ｔ  

・ 巻き 上げ索 D11 ㎜（ 100ｍ）  

 

 

３  実証結果 

今回の実証は、 令和７ 年９ 月 24 日～10 月 23 日（ 実働 16 日） で行ったが、 こ の間に県

内の林業事業体をはじ めと し た関係者向けの研修等が開催さ れた。 作業に影響を与えた清

掃等の片付けに要し た日を除いた、期間中の作業人工は 33. 3 人日で、生産さ れた木材量は

325. 2ｍ 3 と なった。  

こ の結果、 一連の作業（ タ ワ ーヤーダ設置～伐採～集材・ 造材～タ ワ ーヤーダ撤収） の

生産性は、 9. 4ｍ 3/人日と なり 、県内の主伐の生産性 6. 3ｍ 3/人日（ R4） や全国平均（ 下表）

よ り 高い値と なった。  

ま た、 生産費については、 13, 164 円/㎥程度（ 労務費、 機械経費等） と なり 、 全国平均

（ 皆伐、 架線系） よ り も 高い結果と なった。 こ の要因は、 作業を実施し た飛騨市森林組合

が今年度に全ての機械経費の見直し をおこ ない、 昨年度の実証に対し 約２ 倍の機械経費が

計上さ れている こ と によ る も のである 。  

 

［ 参考］「 令和４ 年素材生産事例調（ 林野庁調べ）」 よ り  

 皆伐［ 高性能林業機械］  間伐［ 高性能林業機械］  

車両系 架線系 車両系 架線系 

生産性  （ ｍ 3/人日）  7. 40 6. 04 4. 56 7. 02 

生産費  （ 円/ｍ 3）  6, 190 8, 356 9, 261 6, 564 

※ス ギの伐木、 造材、 集材の全国平均。  

※架線系の事例数は少なく 、 年によ り ばら つき がある 。  

 

実証地の隣接地では、 同時期に車両系作業シス テムによ り 同様の施業（ 更新伐） を実施

し ており 、 その生産性は 5. 3ｍ 3/人日と なった※。 なお、 こ の生産性には作業道設置に伴う
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人工（ 120ｍ。 2. 0 人日） は含ま れておら ず、 こ の人工を考慮し た場合、 生産性は、 5. 0ｍ 3/

人日と なる 。  

ま た、 車両系の作業シス テムでは雨天時に作業を見合わせた日があったが、 タ ワ ーヤー

ダでの作業では、 そう し た日がなく 、 架線系作業シス テムは天気の影響を受けにく く 、 作

業日数の向上に寄与でき る と 思慮さ れる 。  

 

※車両系作業シス テムでの作業員が初級者であり 、Ｏ Ｊ Ｔ を兼ねて作業を行っていたこ と から 、生

産性を 1.5 倍と し ている 。  

 

４  課題と 今後の計画 

（ １ ） 農林水産公社での対応 

現場の様々な条件を考慮し た架線集材の適用可否およ び生産性データ が充実すれば、 よ

り コ ス ト ダウ ンが見込める 集材方法の選定が現場ごと に可能と なる 。  

こ れによ り 、 公社造林地において搬出が困難と さ れる 一部の急傾斜地に造林さ れた森林

資源の収益化の検討も 可能と なり 、 木材生産と 販売収入の増大によ る 経営改善と 、 公社に

よ る 分収造林事業の継続に資する も のと し て期待し ている 。  

昨年度の実証結果で得ら れた知見から 、 今回の実証では、 公社職員が中心と なり 県森林

GI S での架線計画の策定や計画生産量を想定でき たこ と から 、 今後、 航空レ ーザ計測デー

タ の解析等と 組み合わせ、 よ り 高収益と なる 伐採計画の策定に活かし ていく 手法を検討す

る 必要がある 。  

 

（ ２ ） 県での対応 

１ ） 収益性の検証 

今回の実証地の傾斜は 26～40°の中傾斜地～急峻地で、「 路網・ 作業シス テム検討委員

会 最終と り ま と め（ 林野庁 2010）」 に記載さ れている 、傾斜毎の作業シス テムの想定で、

架線系が対象と なる 現場である 。 特に林道に接し た区域が急峻地である こ と から 、 車両系

での施業を実施にする には、 伐採箇所から 離れた箇所から 長距離の森林作業道の設置が必

要であり 、 その費用や運搬距離の増加によ る コ ス ト 増が予想さ れる 。  

本県のスギ人工林は、 約半分が 30°以上の急傾斜地に分布し ている こ と や、 立木の等級

比率や運搬距離など の森林条件によ り 収益性が大き く 左右する ため、 引き 続き 、 条件が異

なる 箇所で収益が確保でき る 条件など を検証する 必要がある 。  

ま た、 今回、 富山県森林ク ラ ウ ド によ り 生産量の推定を行ったが、 計画では生産量 282

ｍ 3（ 393ｍ 3/ha×0. 72ha） に対し 、 実際の出材量は 325. 2ｍ 3 と 15％の差と なっており 、 計

画精度が収益に影響する こ と から 、 必要に応じ て、 令和６ 年度実証で使用し たド ロ ーンレ

ーザを活用する など によ り 、 精度の向上を図る 取組みも 検討が必要である 。  
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２ ） 活用可能地の選定 

タ ワ ーヤーダで架線集材を出来る 基本的な現地の条件と し ては、 以下の点があげら れ、

導入にあたっては、 こ れら を満たす活用可能地を選定する 必要がある 。  

①タ ワ ーヤーダを据え置く 作業基点に到達する ため、 要件（ 路盤強度、 傾斜、 幅員など）

を満たす搬入路がある （ 又は開設でき る ）。  

②先柱及び先柱のアンカーと し て利用でき る 立木（ 原則、 ４ 本） がある 。  

③元柱（ タ ワ ーヤーダ本体に付属） のアンカーと し て利用でき る 立木（ 原則、 ４ 本） があ

る 。 ま た、 立木がない場合、 丸太を埋設し 代替でき る と と も に、 こ れに伴う 費用を賄う

こ と ができ る 。  

④垂下比等を考慮し 、 中間支柱の活用も 含め、 架線が地盤に触れないよ う 設置する こ と が

でき る 。  

⑤地盤の横断方向の凹凸や巻上げ索の延長等を考慮し 、 集材対象エリ アをカバーする 線形

を設置でき る 。  

 

３ ） 人材育成 

現在、 県内では、 タ ワ ーヤーダを用いた木材生産は行われておら ず、 架線集材も ほと ん

ど 行われていないこ と から 、 索張り やタ ワ ーヤーダの操作、 作業の安全確保等の基礎知識

と 活用可能地の選定や架線計画の策定など のス キルを取得する ため、 研修など によ り 人材

を育成する 必要がある 。  

ま た、集材する 反対方向に向けて伐倒する ため（ 揚げ荷の場合は、梢端部を斜面下方向、

下げ荷の場合は、 梢端部を斜面上方向）、 浴びせ倒し と なる 可能性が高く 、 伐採を安全に行

う ための技術習得も 必要と なる 。  

更に、 架線計画を策定でき る 人材も 必要なこ と から 、 森林ク ラ ウ ド など が活用でき る こ

と が求めら れる 。  

 

４ ） タ ワ ーヤーダの活用と 運用方法など の検討 

令和７ 年に県内の事業体がタ ワ ーヤーダを導入し たこ と から 、 県内での具体的な活用体

制が整ってき た。  

作業シス テムと し て架線を選択すべき 事業地も ある こ と から 、 計画的にタ ワ ーヤーダを

使用でき る よ う 、 保有する 事業体の習熟度の向上への支援や連携について検討する 必要が

ある 。  

ま た、 今回、 飛騨市森林組合が実施し たド ロ ーンを活用し たリ ード ロ ープの設置等、 更

なる 効率化についても 検討が必要である 。  
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第２ 節 ド ロ ーン によ る 森林資源調査業務 

 

１  目的 

ス ギなど の針葉樹林で木材生産を行う 上では、 森林計測を行う こ と は重要である が、 その

調査方法は毎木調査が主流であり 、 大き な労力がかかる 。 近年、 ド ロ ーンによ る ス ギ人工林

の資源量調査の技術が確立さ れてき ている が、 本実証事業ではその適用性や活用方法につい

て検証を行った。  

ま た、 広葉樹の木材生産において生産性を上げる には、 コ ナラ 等の資源量が多い林分を対

象と する 必要があり 、 本実証事業ではド ロ ーンを用いた広葉樹林での樹種識別や材積推定す

る 手法の検証を行った。 昨年度の実証事業において、 広葉樹林においてド ロ ーン調査と 一部

現地での毎木調査を組み合わせる こ と で効率的に森林全体の樹種構成が把握でき る こ と が示

さ れたが、 本年度の実証事業では、 富山県独自の広葉樹解析モデルを作成する こ と で、 現地

での毎木調査を実施せずに、 更なる 効率的な森林調査が可能か実証を行った。  

 

２  実証方法と 実証地 

（ １ ） 概要 

実証は、 富山県西部森林組合（ 以下、 森林組合） が実証主体と し て取り 組むこ と と し 、

技術面は令和６ 年度に実証をおこ なった DeepForest  Technol ogi es 社（ 以下 DF 社） によ り

実施し た。  

ま ず、 ド ロ ーンを活用し た森林資源調査の高精度かつ効率的な実施手法の確立のため、

県内の森林２ か所（ 高岡市山川、 小矢部市臼谷） において、 DF 社によ り ド ロ ーンによ る デ

ータ 取得を実施し た。  

現地調査も 併せて実施し 、 ス ギ人工林の資源量調査の精度検証のためのデータ 取得、 お

よ び広葉樹の樹種識別モデル作成のためのデータ 取得を行った。  

ス ギ人工林について、 樹種識別を実施し 材積推定を行い、 その精度を検証し た。  

広葉樹林については、現地調査で得ら れた樹種画像情報と DF 社が過去に取得し た樹種画

像情報を用いて広葉樹の樹種識別モデルを作成し た。  

その後、 森林組合が DF Scanner を用いた森林解析の指導を受け、 森林組合のみで実際に

DF Scanner を用いて広葉樹林の資源量解析を実施し 、 その使いやすさ や精度を検証し た。 
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作業フロ ー 

  

ス ギ人工林解析 

 

広葉樹林解析 

 



第２ 章 実証事業 第２ 節 ド ロ ーンによ る 森林資源調査業務 

1 

（ ２ ） 実証に利用し たソ フ ト ウ ェ ア 

１ ） DF BI RD 

DF BI RDは DF 社が開発し た画像処理ソ フト ウ ェ ア。 オルソ 画像（ 位置情報を基に歪みを

補正し た地図画像） や 3Dモデルの作成が可能。  

 

２ ） DF Scanner  Li t e/Pro 

DF Scanner は、 DF 社が開発し た森林解析ソ フ ト ウ ェ ア。 AI のディ ープラ ーニング機能

を活用し 、 ド ロ ーンで撮影し た森林の樹冠画像から 、 樹種、 樹高、 胸高直径、 幹材積、 CO2

固定量などの樹木の情報を単木あたり で取得が可能。 一般的なデジタ ルカメ ラ を搭載し た

ド ロ ーンやレ ーザド ロ ーンのデータ に対応し 、 ド ロ ーン計測で取得し たオルソ 画像と 表層

高モデルを利用し てその解析を行う こ と が可能。  

ス ギやヒ ノ キ林で構成さ れる 人工林で全自動解析を行う 場合は DF Scanner  Li t e の機能

で十分である が、 広葉樹林での精度の高い樹冠分離を実施する 場合や、 オリ ジナルの樹種

識別モデルを活用する 場合は DF Scanner  Pro の機能が必要である 。  

本実証事業では、 ス ギ人工林の解析には DF Scanner  Li t e を使用し 、 広葉樹林の解析に

は DF Scanner  Pro を使用し た。  

 

（ ３ ） 実証地 

本実証事業にて、 DF社がデータ 取得及び現地調査を行った実証地は 2 か所あり 、 それぞ

れ高岡市山川、 小矢部市臼谷の約６ ～７ ha の森林である 。  

 

広域図 

  

高岡市山川 

小矢部市臼谷 
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（ 詳細）

 

高岡市山川（ 約 7ha）  小矢部市臼谷（ 約 6ha）  

 

（ ４ ） 実証方法 

１ ） 計測 

①ド ロ ーン 計測 

DJI 社製 Mavi c 3 Ent erpr i se（ 以下、 ド ロ ーン） を使用し て、 県内のそれぞれ約６ ～

７ ha の森林２ か所の上空を飛行さ せ、 画像データ を取得し た。 森林全体の状況把握にお

ける ド ロ ーン空撮においては下記条件を満たす仕様で行った。 ド ロ ーン空撮にかかる 所

要時間は 1 か所の計測につき 30 分程度であり 、 高岡市山川は計 186 枚、 小矢部市臼谷は

計 191 枚の撮影枚数と なった。  

計測諸元 

対地速度 5m/s 

地上解像度 2.5 ㎝ 

オーバーラ ッ プ 85％ 

サイ ド ラ ッ プ 75％ 

計測時間帯 10 時 ～ 14 時 

位置測位 ネッ ト ワ ーク RTK  

 

 

飛行の様子 

画像データ の一部  



第２ 章 実証事業 第２ 節 ド ロ ーンによ る 森林資源調査業務 

1 

② 現地調査 

 

撮影し た画像データ を元にオルソ 画像を作成し 、 タ ブレ ッ ト にイ ンポート し て現地調

査を実施し た。 調査項目は、 樹種及び胸高直径で、 所要時間は１ か所あたり ３ 時間程度

であった。  

  

タ ブレ ッ ト に直接樹種情報等を記録し た様子 

 

 

DBHの取得を行っている 様子 
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３ ） ド ロ ーン 写真のオルソ 化 

オルソ 画像は Sf Mソ フ ト ウ ェ ア( DF BI RD) を用いて解像度 2. 5 ㎝で作成を行い、 併せて

DSMデータ （ 表層高モデル） も 同時作成し た。  

ま た、 得ら れた DSMデータ と 、 国土地理院発行の DEM5A（ 地面高モデル） の差分から 、 DF 

Scanner  Li t e/Pro を用いて CHMデータ （ 樹冠高モデル） を生成し た。  

 

作成し たオルソ 画像およ び CHM 

 

４ ）【 ス ギ人工林解析】 AI 技術を 活用し た樹種識別 

DF Scanner  Li t e を用いて「 全自動解析」 ツ ールによ ってス ギ人工林の自動解析を行っ

た。  

DF Scanner  Li te の画面 

全自動解析ツールから CHMおよ びオルソ 画像のファ イ ルを入れる と 自動解析が可能 
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５ ）【 ス ギ人工林解析】 材積推定 

DF Scanner  Li t e の「 全自動解析」 ツ ール を用いる こ と で、 樹種識別の解析結果と 同時

に、 樹高の測定、 胸高直径の推定、 およ び幹材積の推定が自動で行われる 。 胸高直径の推

定には、 DF 社が過去に蓄積し たデータ から 作成さ れた推定モデル式が使われている 。 幹材

積の推定モデルは、「 細田和男・ 光田 靖・ 家原敏郎「 現行立木幹材積表と 材積式によ る 計

算値と の相違およ びその修正方法」  森林計画学会誌 44 巻 2 号： 23～39 ページ、 2010 年 12

月発行」 を使用し ている 。  

 

６ ）【 広葉樹林解析】 樹種識別モデル作成 

高岡市山川およ び小矢部市臼谷で取得さ れた樹種画像情報と 、 DF社が過去に全国で収集

し てき た樹種画像情報を併せて、 富山県内の樹種に特化し た樹種識別モデルを作成し た。

樹種識別モデルを作成する にあたり 、 富山県内に存在し ない樹種を外す、 画像枚数が十分

に無い場合や見た目が酷似し ている 樹種について統合する など の工夫を行い、以下の 11 種

類の樹種分類モデルと し て完成さ せた。 モデルの精度については下表のと おり 検証を行っ

た。  

 

Pr eci si on ： 正し いと 予測し たも ののう ち、 実際に正し かった割合 

Recal l  ： 実際に正し いも ののう ち、 どれだけを正し く 検出できたか 

f 1-scor e ： pr eci si on と  recal l  のバラ ンスを表す指標 

support  ： 各ク ラ ス に含ま れる 実データ 数 

accur acy ： 全体のう ち、 正し く 分類でき た割合 

macro avg ： 各ク ラ ス の指標を単純平均し た値 

wei ghted abg： 各ク ラ スの指標を、 Suppor t（ データ 数） で重み付けし て平均し た値 

 

完成し たモデルは拡張子「 . df model 」 ファ イ ルと し て森林組合に提供し た。  

  

識別樹種 pre cis ion reca ll f 1-s core s uppo rt

アカマツ 0.81 0.80 0.81 81

カラ マツ 0.98 0.90 0.94 1078

ク リ 0.71 0.60 0.65 40

コ ナラ ・ カシ類 0.73 0.89 0.80 226

サク ラ 類 0.35 0.35 0.35 23

ス ギ 0.91 0.88 0.89 756

タ ケ 0.85 0.98 0.91 48

ヒ ノ キ 0.92 0.92 0.92 982

ホオノ キ 0.97 0.93 0.95 230

ミ ズナラ 0.78 0.89 0.83 302

枯死木 0.91 0.99 0.95 400

a ccu racy 0.90 4166

m acro a vg 0.81 0.83 0.82 4166

w eig hte d a vg 0.91 0.90 0.90 4166
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７ ）【 広葉樹林解析】 DF Scanner を 用いた森林解析方法の取得 

森林組合は DF社から 、 オンラ イ ンにて DF Scanner  Pro を用いて広葉樹林の森林解析を

行う 方法についてレ ク チャ ーを受けた。 レ ク チャ ー内容は録画・ 録音を行い、 森林組合に

送付さ れた。  

 

８ ）【 広葉樹林解析】 材積推定 

DF社のレ ク チャ ー内容を基に、 森林組合で別途取得し たド ロ ーンデータ を用いて広葉樹

林の解析を行った。  

広葉樹の樹種識別には 2. 3. 6【 広葉樹林解析】 樹種識別モ デル作成にて作成し た

「 . df model 」 フ ァ イ ルを用いて自動で解析を行った。  

 

３  実証結果と 検証 

（ １ ） 実証結果と 検証 

１ ）【 ス ギ人工林解析】  

調査範囲全体の樹種識別を自動で行った結果を以下に示す。  

高岡市山川 小矢部市臼谷 

 

材積推定を実施し た結果を以下に示す。  

高岡市山川 小矢部市臼谷 
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ド ロ ーンによ る ス ギ人工林の資源量調査の精度検証を行う ために、 高岡市山川のス ギ人

工林の区域の一部で取得し た現地毎木調査データ と 、 DF Scanner  Li t e によ る 全自動解析

結果を比較し た。  

現地データ のう ちスギ人工林が含ま れる エリ ア（ 黄色枠内）  

 

検証に用いた現地データ  同エリ アの自動解析結果 

 

ま ず、 樹種識別精度を比較する ために、 ス ギと その他樹種それぞれの樹冠面積を比較し

た。 樹種分布と し ては上記画像の通り 現地データ に近い値と なった。  

  

樹冠面積の合計 現地データ 自動解析結果

ス ギ 705.40㎡ 808.51㎡

その他樹種 663.90㎡ 660.21㎡
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次に、 現地で DBHを計測し たス ギ 35 本の胸高直径（ DBH） と 自動解析結果の DBHを比較

し た。  

 

 

全体的に過小評価と なったが、 ほと んどのス ギで 20%程度の誤差に収まった。  

DF Scanner では、 DF 社が全国で収集し たデータ を用いた DBHの推定式を装備し ている

が、 独自の DBHの推定式を作成する こ と も でき る 。 こ れによ り 、 よ り 現地に即し た DBHの

推定を行う こ と ができ る 。  

今回現地で DBHを計測し たス ギ 35 本のう ち、 20 本を用いて DF Scanner  Li t e 内にある

「 樹高/DBH推定」 機能のう ち「 DBH実測値から 推定式を作成し て計算」 ツ ールを使用し て

DBHの現地推定式を作成し た。  

ID 樹種 DBH 樹種 DBH 誤差 誤差割合 備考

1 スギ 117.1 cm その他樹種 その他樹種と して誤識別

2 スギ 70.1 cm ス ギ 70.1 cm 0.0 cm 0%

3 スギ 73.8 cm ス ギ 63.4 cm -10.4 cm -14%

4 スギ 64.0 cm ス ギ 51.4 cm -12.6 cm -20%

5 スギ 52.2 cm ス ギ 40.8 cm -11.4 cm -22%

6 スギ 54.2 cm ス ギ 40.9 cm -13.3 cm -25%

7 スギ 59.5 cm ス ギ 40.3 cm -19.2 cm -32%

8 スギ 50.2 cm その他樹種 その他樹種と して誤識別

9 スギ 49.3 cm ス ギ 42.2 cm -7.1 cm -14%

10 ス ギ 52.1 cm ス ギ 46.6 cm -5.5 cm -11%

11 ス ギ 51.7 cm ス ギ 46.5 cm -5.2 cm -10%

12 ス ギ 51.5 cm ス ギ 37.9 cm -13.6 cm -26%

13 ス ギ 61.0 cm ス ギ 50.4 cm -10.6 cm -17%

14 ス ギ 58.5 cm ス ギ 42.7 cm -15.8 cm -27%

15 ス ギ 56.3 cm ス ギ 44.3 cm -12.0 cm -21%

16 ス ギ 55.0 cm ス ギ 44.0 cm -11.0 cm -20%

17 ス ギ 50.0 cm ス ギ 39.8 cm -10.2 cm -20%

18 ス ギ 51.6 cm ス ギ 49.0 cm -2.6 cm -5%

19 ス ギ 59.4 cm ス ギ 48.2 cm -11.2 cm -19%

20 ス ギ 54.8 cm ス ギ 42.3 cm -12.5 cm -23%

21 ス ギ 50.4 cm ス ギ 41.9 cm -8.5 cm -17%

22 ス ギ 56.0 cm ス ギ 44.7 cm -11.3 cm -20%

23 ス ギ 49.7 cm ス ギ 47.3 cm -2.4 cm -5%

24 ス ギ 55.1 cm ス ギ 42.5 cm -12.6 cm -23%

25 ス ギ 55.3 cm ス ギ 43.2 cm -12.1 cm -22%

26 ス ギ 55.9 cm ス ギ 51.6 cm -4.3 cm -8%

27 ス ギ 54.2 cm ス ギ 2本のス ギと して誤識別

28 ス ギ 50.8 cm ス ギ 48.0 cm -2.8 cm -6%

29 ス ギ 52.8 cm ス ギ 45.4 cm -7.4 cm -14%

30 ス ギ 54.0 cm ス ギ 45.7 cm -8.3 cm -15%

31 ス ギ 48.5 cm ス ギ 40.2 cm -8.3 cm -17%

32 ス ギ 52.0 cm ス ギ 42.8 cm -9.2 cm -18%

33 ス ギ 60.5 cm ス ギ 49.5 cm -11.0 cm -18%

34 ス ギ 69.0 cm ス ギ 61.5 cm -7.5 cm -11%

35 ス ギ 72.7 cm ス ギ 73.4 cm 0.7 cm 1%

現地データ 全自動解析結果
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現地で DBHを計測し たスギ 35 本のう ち、 DBH現地推定式に用いた 20 本を除いた 15 本の

ス ギについて、 作成し た推定式を用いて DBHの推定を行った。  

精度評価について下記に示す。  

 

ID 樹種 DBH 樹種 DBH 誤差 誤差割合 樹種 DBH 誤差 誤差割合 備考

1 ス ギ 117.1 cm その他樹種 その他樹種

2 ス ギ 70.1 cm ス ギ 70.1 cm 0.0 cm 0% 66.5 cm -3.6 cm -5%

3 ス ギ 73.8 cm ス ギ 63.4 cm -10.4 cm -14% 65.8 cm -8.0 cm -11%

4 ス ギ 64.0 cm ス ギ 51.4 cm -12.6 cm -20% 59.8 cm -4.2 cm -7%

5 ス ギ 52.2 cm ス ギ 40.8 cm -11.4 cm -22% 53.9 cm 1.7 cm 3%

6 ス ギ 54.2 cm ス ギ 40.9 cm -13.3 cm -25% 53.1 cm -1.1 cm -2%

7 ス ギ 59.5 cm ス ギ 40.3 cm -19.2 cm -32% 54.0 cm -5.5 cm -9%

8 ス ギ 50.2 cm その他樹種 その他樹種

9 ス ギ 49.3 cm ス ギ 42.2 cm -7.1 cm -14% 54.0 cm 4.7 cm 10%

10 ス ギ 52.1 cm ス ギ 46.6 cm -5.5 cm -11% 56.6 cm 4.5 cm 9%

11 ス ギ 51.7 cm ス ギ 46.5 cm -5.2 cm -10% 54.4 cm 2.7 cm 5%

12 ス ギ 51.5 cm ス ギ 37.9 cm -13.6 cm -26% 51.3 cm -0.2 cm 0%

13 ス ギ 61.0 cm ス ギ 50.4 cm -10.6 cm -17% 53.8 cm -7.2 cm -12%

14 ス ギ 58.5 cm ス ギ 42.7 cm -15.8 cm -27% 51.9 cm -6.6 cm -11%

15 ス ギ 56.3 cm ス ギ 44.3 cm -12.0 cm -21% 49.5 cm -6.8 cm -12%

16 ス ギ 55.0 cm ス ギ 44.0 cm -11.0 cm -20% - - - - 現地式に使用

17 ス ギ 50.0 cm ス ギ 39.8 cm -10.2 cm -20% - - - - 現地式に使用

18 ス ギ 51.6 cm ス ギ 49.0 cm -2.6 cm -5% - - - - 現地式に使用

19 ス ギ 59.4 cm ス ギ 48.2 cm -11.2 cm -19% - - - - 現地式に使用

20 ス ギ 54.8 cm ス ギ 42.3 cm -12.5 cm -23% - - - - 現地式に使用

21 ス ギ 50.4 cm ス ギ 41.9 cm -8.5 cm -17% - - - - 現地式に使用

22 ス ギ 56.0 cm ス ギ 44.7 cm -11.3 cm -20% - - - - 現地式に使用

23 ス ギ 49.7 cm ス ギ 47.3 cm -2.4 cm -5% - - - - 現地式に使用

24 ス ギ 55.1 cm ス ギ 42.5 cm -12.6 cm -23% - - - - 現地式に使用

25 ス ギ 55.3 cm ス ギ 43.2 cm -12.1 cm -22% - - - - 現地式に使用

26 ス ギ 55.9 cm ス ギ 51.6 cm -4.3 cm -8% - - - - 現地式に使用

27 ス ギ 54.2 cm ス ギ - - - - 現地式に使用

28 ス ギ 50.8 cm ス ギ 48.0 cm -2.8 cm -6% - - - - 現地式に使用

29 ス ギ 52.8 cm ス ギ 45.4 cm -7.4 cm -14% - - - - 現地式に使用

30 ス ギ 54.0 cm ス ギ 45.7 cm -8.3 cm -15% - - - - 現地式に使用

31 ス ギ 48.5 cm ス ギ 40.2 cm -8.3 cm -17% - - - - 現地式に使用

32 ス ギ 52.0 cm ス ギ 42.8 cm -9.2 cm -18% - - - - 現地式に使用

33 ス ギ 60.5 cm ス ギ 49.5 cm -11.0 cm -18% - - - - 現地式に使用

34 ス ギ 69.0 cm ス ギ 61.5 cm -7.5 cm -11% - - - - 現地式に使用

35 ス ギ 72.7 cm ス ギ 73.4 cm 0.7 cm 1% - - - - 現地式に使用

現地データ 全自動解析結果 DBH現地推定式使用結果
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全自動解析結果よ り 精度が悪く なった樹木の誤差割合を赤字で、 精度が良く なった樹木

を青字で示し ている 。 全体的と し て大幅に DBH推定精度の向上を図る こ と ができ た。  

 

２ ）【 広葉樹林解析】  

森林組合では更新伐の計画精度向上のため材積推定が可能である か、 ま た有利販売のた

めのホオノ キなど 位置情報把握の検証を行った。  

出材量と の比較によ る 精度検証についても 検討を行ったが、 ①明確な伐採樹木の特定が

でき ないこ と 、 ②主伐ではなく 間伐等の実施を行ったため被圧木の出材が多く なっている

可能性があり 、 ド ロ ーンから 得ら れる 高木種の材積と の比較が難し いこ と 、 等の理由よ り

本実証事業では現地での立木調査と 比較する こ と で、 広葉樹解析の有効性を検証し た。  

ド ロ ーンの撮影は、 Phant om 4 Pro を使用し 、 下表のと おり 計測を実施し た。  

計測諸元 

飛行速度 5m /s 

高度 70ｍ（ 対地高度一定）  

地上解像度 2.5 ㎝ 

オーバーラ ッ プ 80％ 

サイ ド ラ ッ プ 70％ 

計測時間帯 10 時 ～ 14 時 

 

森林解析は、 Met ashape で作成し たオルソ 画像を用いて DF Scanner  Pro で実施し た。 解

析結果の確認は、 QGI S を用いて単木情報や位置など を確認し た。  

GI S 上で樹冠分離データ 、 樹種、 DBH、 位置、 オルソ 画像、 航空写真を基に現地の確認を

行った。  

QGI S を用いて解析結果を確認し ている 図 
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現地確認は航空写真・ 樹木位置情報を参考に調査を行った。  

ホオノ キ DBH55 ㎝ コ ナラ  DBH63 ㎝ 

 

DF Scanner  Pro で解析し た結果と 、 現地で確認をし た実際の DBHの値は、 下記のと おり

であった。  

解析データ  DBH  現地データ  
D BH  

① 

DBH  

② 

DBH  

③ 
備考 

ミ ズナラ  70.073 コ ナラ  63    

ホオノ キ  66.583 ホオノ キ  55    

ミ ズナラ  66.582 コ ナラ  52    

ミ ズナラ  65.889 ヒ バ 70 57 32  

ミ ズナラ  61.397 コ ナラ  39 38   

ヒ ノ キ  60.039 ス ギ  73    

コ ナラ ・ カシ類 59.662 ケヤキ  60 57  株立ち  

ホオノ キ  59.547 ホオノ キ  53 48  株立ち  

ヒ ノ キ  58.787 ヒ バ 75    

コ ナラ ・ カシ類 56.983 コ ナラ  52    

ミ ズナラ  56.352 ホオノ キ  48 47 43 株立ち  

 

３ ） 実証を 行っ た森林組合担当者の感想 

・ 解析データ と 現地データ の比較の結果、 樹種は概ね合致し ていた。 DBHについては、 解析

では 1 本の樹木が現地では株立ちと なっている こ と が多かったが、 推定し た DBHと 近い

樹木が生育し ていた。  

・ 森林解析によ って、 有用広葉樹の位置把握や直径推定が十分に可能である と 感じ た。 今
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後は、 有用木の注文販売や採材指示によ って有利販売を進め、 所有者へ利益還元を図り

たい。  

・ ソ フ ト ウ ェ アの操作は、 シンプルで使い易いも のであった。  

・ 樹冠分離の精度については、 下図の通り ス ギ、 広葉樹と も に正確に分けら れている と 感

じ た。  

AI 自動樹冠分離結果 

 

４ ） 実証での課題 

今後の課題と し ては、 組合で撮影し たオルソ 画像が下写真のよ う にゆがみが見ら れたた

め解析に誤差が生じ ている 可能性がある 。 今後は、 風の有無など に注意し 撮影をする 必要

がある 。  

歪みの生じ ている オルソ 画像 

一方で、 森林施業プラ ンナーが通常使用し ている 下記の環境では樹冠分離作業を実施す
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る こ と ができ なかったため、 解析専用のパソ コ ンが必要であった。（ DF 社よ り ： AI 樹冠分

離機能を使う ためには NVI DI A製の GPU（ GeForceRTXシリ ーズ推奨） の使用を推奨する 。）  

 

PCス ペッ ク （ プラ ンナー）  

CPU AMD Ryzen 7 7735U wi t h Radeon Gr aphi cs ( 2. 70 GHz)  

メ モリ  16. 0GB 

OS Wi ndows 11 Pro 

GPU AMDRadeon( TM)  Graphi cs 995M 

ス ト レージ SSD 512GB 

 

（ ３ ） まと め・ 考察 

１ ） ス ギ人工林解析 

ス ギ人工林については、 現地調査を行わずと も 、 ド ロ ーンの飛行と 、 主に自動解析のみ

で、 簡単に資源量の把握をする こ と ができ た。  

必要に応じ て、現地で 20 本以上の DBHを計測し 、それら のデータ を基に DBH現地推定式

を作成する こ と で、 よ り 高精度な単木のサイ ズ推定が可能と なった。  

 

２ ） 広葉樹林解析 

広葉樹林については、 実際に広葉樹の伐採・ 販売を行っている 森林組合によ り ド ロ ーン

計測から 解析ま で内製的に実施する こ と ができ た。 特に従来の広葉樹調査の場合、 実際に

林内に入ら ないと ど こ に目的の樹種がある かが不明であったが、 ド ロ ーンを用いて樹種解

析を行う こ と で、 目的と する 樹木の位置を絞る こ と が可能になり 大幅な業務効率化に繋が

る こ と が期待でき る 。 現時点では樹種識別や樹冠分離の推定精度は 100%ではないも のの、

ど の位置にサイ ズの大き い有用広葉樹が生育し ている 可能性がある かを示すう えでは使用

する 価値がある と いえる 。  

 

（ ４ ） 今後の課題・ 展望 

ス ギ人工林、 広葉樹林と も に、 資源量を把握する ためには従来、 山に立ち入り 調査する

こ と が必須であった。 一方で、 ス ギ人工林であっても 調査人員によ って見積も り 資源量が

大き く 変わってし ま う 場合や、 面積が広大な場合全ての範囲を調査でき ない、 近年は熊に

よ る 人的被害への対応、 など 課題感が多く あり 、 でき る だけ山に入ら ないで高精度な資源

量解析ができ る こ と は、 森林産業においては有用なツ ールと なり 得る 。  

ス ギ人工林について、 DF Scanner の DBH推定式は全国のデータ を基に作成し ている も の

である ため、 本実証事業のよ う に現地で一部実測データ を取得し て DBH現地推定式を作成

し た方が精度が高く なる ケース がある 。  

DF社では全国の DBHデータ を取得し ており 、 今後も 引き 続き 、 よ り 堅牢性の高いモデル
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と し てアッ プデート し ていく 予定と のこ と である 。 ま た、 例えば地域ごと のモデルを作成

する など、 よ り DBH精度の高く なる 方法も 研究・ 開発を予定さ れている 。  

広葉樹林についても 、 本実証事業では富山県に特化し たモデルの作成を行ったが、 今後

さ ら に樹種データ を全国で取得し ていく 見込みである 。 自動で精度高く 識別でき る 樹種を

増やし ていく こ と で、 よ り 有用広葉樹の検出が可能になる こ と で、 更に効率的に森林資源

の把握が進むこ と が期待さ れる 。  
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【 資料】 現場への実装方法 

 

DF BI RDおよ び DF Scanner  Pro/Li te など の各種 DF社のソ フ ト ウ ェ アは、 林業事業体や

地域のド ロ ーン計測会社が導入し て活用する こ と を想定し ている 。  

以下に 2026 年 1 月現在のソ フ ト ウ ェ アおよ びその他機材を用いて、 ス ギ人工林解析を

行う 手法およ び広葉樹林解析を行う 手法について紹介する 。 詳細な手順については前述の

「 実証方法」 およ び DF Scanner のマニュ アル等を参照さ れたい。  

 

必要機材およ びその概算価格 

ド ロ ーン計測に必要な機材は以下の通り である 。 ス ギ人工林で DBH現地推定式を作成し

たい場合は追加でタ ブレッ ト 端末が必要になる 。  

 

 

必要ソ フト ウ ェ アおよ びその価格 

ス ギ人工林の資源量解析を実施し たい場合と 、 広葉樹林解析を実施し た場合では必要ソ

フ ト ウ ェ アが異なる 。  

 

・ DF BI RD： DF 社が開発し た、 ド ロ ーンで撮影し た複数の写真から オルソ 画像や 3 次元デ

ータ などを生成する Sf M（ St r uct ure f r om Mot i on） ソ フ ト ウ ェ ア 

・ DF Scanner  Pro： DF Scanner の Pro 版では、 広葉樹に対応し た樹冠分離やオリ ジナルモ

デルを 活用し た樹種解析など の広葉樹にも 対応し た高度な機能が利用可能。 一方、 DF 

Scanner の Li t e 版はス ギヒ ノ キ等の人工林特化型のソ フト ウ ェ ア。  

・ DF Wal ker :  DF 社が開発し た、 森林に特化し た現地調査用アプリ ケーショ ン。 タ ブレッ

品名 概算単価 数量 概算単価（ 税抜き ）

M avic 3 Enterpris e ¥770,000 1 ¥770,000

RTKセッ ト ¥470,000 1 ¥470,000 (※)

Galaxy Tab S9FE(Wi-Fiモデル） ¥70,000 1 ¥70,000

iPad Wi-Fi +  Cellu larモデル ペン 付き ¥90,000 1 ¥90,000

※高精度な位置情報取得が必要な場合に使用

現地調査が必要な場合

にのみ、 いずれか1つ

【 ス ギ人工林解析】

品名 概算単価 数量 概算単価（ 税抜き ）

DF BIRD ¥50,000 1 ¥50,000 (※1)

DF Scanner Lite ¥200,000 1 ¥200,000 (※2)

DF Walker ¥0 1 ¥0 (※3)

※1 DF BIRDはDF Scannerを 利用の場合は無料

※2 林業事業体向け年間ラ イ セン ス 価格

※3現地調査が必要な場合

【 広葉樹林解析】

品名 概算単価 数量 概算単価（ 税抜き ）

DF BIRD ¥50,000 1 ¥50,000 (※1)

DF Scanner Pro ¥450,000 1 ¥450,000 (※2)

※1 DF BIRDはDF Scannerを 利用の場合は無料

※2 林業事業体向け年間ラ イ セン ス 価格

※3現地調査が必要な場合
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ト やス マート フ ォ ンを利用し て、 フ ィ ールド での現地調査結果の効率的な収集が可能。  

手順 

 

【 ス ギ人工林解析】 現場での作業 

・ ま ず、 解析対象範囲で実証方法に記載の計測諸元に従いド ロ ーンの自動飛行を実施する。

30 分ほどのフ ラ イ ト で 10ha 弱の面積の計測が可能である 。 同じ よ う な林相であれば、

50～100ha ほど の面積を同時に解析する こ と ができ る 。 全自動解析を行う 場合は、 現場

での作業は以上になる 。  

・ DBH 現地推定式を作成し たい場合は、 追加で次の作業を実施する 。 ド ロ ーン飛行によ り

得ら れた画像データ から 、 DF BI RDなど の Sf Mソ フ ト ウ ェ アを用いてオルソ 画像を作成

し 、 位置情報が測位可能なタ ブレ ッ ト 等上でイ ンス ト ールし た DF Wal ker に取り 込む。

DF Wal ker 上でオルソ 画像を表示し ながら 、 森林内でス ギの DBHを計測し 、 オルソ 画像

上に樹種情報およ び DBH情報を書き 込んでいく 。 20 本以上のデータ を取得する こ と を推

奨する 。  

 

【 ス ギ人工林解析】 解析作業 

・ 本報告書内の「 2. 4. 3 ド ロ ーン写真のオルソ 化」「 2. 4. 4【 ス ギ人工林解析】 AI 技術を活

用し た樹種識別」 およ び「 2. 4. 5【 スギ人工林解析】 材積推定」 に記載の方法で解析を行

う こ と で、 ス ギの資源量把握が可能である 。 解析結果はシェ ープフ ァ イ ルと し て出力さ

れ、 他の GI S ソ フ ト ウ ェ アでも 閲覧ができ る 。  

・ 現地調査を実施し 、 そのデータ を基にし て DBHの推定精度を上げたい場合は、 本報告書

内の「 3. 1【 ス ギ人工林解析】」 で報告し ている 方法で DBH現地推定式を作成し 活用する

こ と を推奨する 。  

 

【 ス ギ人工林解析】 ド ロ ーン 計測から 解析ま での所要時間 

解析フロ ー 所要時間（ 時間）  

ド ロ ーン計測 5ha あたり 20 分 

現地調査（ 必要な場合のみ実施）  1 時間 

ド ロ ーン画像処理（ DF BIRD）  5ha あたり 1 時間（ PC での自動処理）  

ド ロ ーン画像解析（ DF Scanner）  5ha あたり 10 分（ PC での自動処理）  

ド ロ ーン画像解析 

（ D BH 現地推定式を使う 場合の追加時間） 

5ha あたり 30 分 

1.5 時間/5ha（ DBH 現地推定式を作る 場合は 3 時間/5ha）  
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【 広葉樹林解析】 現場での作業 

・ ス ギ人工林と 同様に、 解析対象範囲で実証方法に記載の計測諸元に従いド ロ ーンの自動

飛行を実施する 。 30 分ほど のフ ラ イ ト で 10ha 弱の面積の計測が可能である 。  

 

【 広葉樹林解析】 解析作業 

・ 本報告書内の「 2. 3. 3 ド ロ ーン写真のオルソ 化」 に記載のと おり 、 DF BI RDを用いる こ と

でオルソ 画像およ び DSMの作成が可能である 。 一般的に、 広葉樹の場合、 ス ギ人工林と

異なり 樹冠分離が非常に困難と 言われている 。 本実証事業のス ギ人工林では、 樹高情報

から 樹冠を分離する アルゴリ ズムを用いて解析を行っている。 下図は、 現地調査結果と 、

DF Scanner  Li t e の樹冠分離機能を用いて自動で樹冠を分離し た結果である 。  

 

 

・ 参考と し て、 下記に現地で確認をし た樹種データ を示す。  

ス ギについては綺麗な樹冠分離ができ ている が、 広葉樹については実際よ り も 細かく

分離さ れてし ま っている こ と がわかる 。  

DF Scanner  Li t e に搭載し ている 樹冠分離機能は高さ 情報のみを用いている ため、 横
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に広がる よ う な樹形を持つ広葉樹の場合、 実際よ り も 細かく 分離さ れてし ま ったり 、 異

なる 樹種が一つの樹冠に複数含ま れてし ま う など の問題が発生する 。  

DF Scanner  Pro に搭載の「 AI 樹冠分離（ β版）」（ 2026 年 1 月時点） を用いて同一箇

所の樹冠分離を行った結果が以下の通り である 。  

 

オルソ 画像情報を基に分離をし ている ため、 特に広葉樹について（ 画像上の 50 番、 51

番の樹木など ）、 現地調査の結果に近い樹冠分離結果と なっている 。  

今後、 AI 樹冠分離については精度向上の余地があり 、 ス ギ人工林についても 現状の高

さ 情報を用いた樹冠分離よ り 精度が上回る 可能性も ある 。  

・ 樹冠分離を実施し た後に、 樹種識別を実施する 。 DF Scanner Pro には 2026 年 1 月現在、

「 日本の樹種識別」 と いう 広葉樹を含んだ識別モデルが実装さ れている が、 富山県外の

樹種も 含んだモデルと なっている ため、 富山県内で広葉樹解析を実施する 場合は、 本実

証事業で作成し た富山県モデルを活用する こ と を推奨する 。  

樹種識別が完了し たら 、 ス ギ人工林解析と 同様にし てサイ ズの推定が可能になる 。  
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【 広葉樹林解析】 ド ロ ーン 計測から 解析ま での所要時間 

解析フロ ー 所要時間（ 時間）  

ド ロ ーン計測 5ha あたり 20 分 

ド ロ ーン画像処理（ DF BIRD）  5ha あたり 1 時間（ PC での自動処理）  

ド ロ ーン画像解析（ DF Scanner）  5ha あたり 3 時間（ PC での自動処理）  

4.5 時間/5ha 
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第３ 節 緊急時の連絡体制の構築 

 

１  目的 

 

山間部の林業フ ィ ールド では、 ス マート フ ォ ン（ LTE 通信） など の通信の圏外と なる こ と

が多く 、 生産管理など の I CT 化や事故など が発生し た際、 関係者に速やかに連絡する こ と が

困難な状況と なっている 。  

こ のため、 昨年度ま での実証で有効性が確認でき た「 低軌道衛星と デジタ ル簡易無線機と

の連携によ る 位置情報共有の実証」 に加え、「 衛星無線機を活用し た緊急時など の連絡体制の

実証」 によ る 緊急時の連絡体制の構築について実証を行う 。  

 

２  実証地と 実証方法 

（ １ ） 実証地及び期間 

１ ） 低軌道衛星と デジタ ル簡易無線機と の連携によ る 位置情報共有の実証：  

・ 実証地： 富山市八尾町安谷（ 旧八尾町）  ※携帯電話圏外 

・ 期 間： 令和７ 年９ 月１ 日～令和７ 年 10 月 31 日 

２ ） 衛星無線機を 活用し た緊急時など の連絡体制の実証 

・ 実証地： 富山市八尾町安谷（ 旧八尾町）  ※携帯電話圏外 

・ 期 間： 令和７ 年 10 月 23 日 

（ ２ ） 施業地の概要 

 

【 位置図】  

直線距離 11k m 
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【 施業地の概要】  

 

 

 

（ ３ ） 施業内容 

・ 人工林搬出間伐 9. 4ha 

・ 広葉樹更新伐 0. 91ha 

・ 伐採木は、 フ ォ ワ ーダに積載し 、 作業道を走行し 林道ま で運搬。  

・ 作業員８ 名（ 伐採３ 名 造材集材２ 名 運搬２ 名 仕分け１ 名）  

土 場 

土 場 
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（ ４ ） 実証方法 

１ ） 低軌道衛星と デジタ ル簡易無線機と の連携によ る 位置情報共有の実証 

ア． 実証方法 

低軌道衛星（ ス タ ーリ ンク ） を利用し た通信エリ アは、 無線機を設置する 林道等から 50

ｍ程度に限定さ れる ため、 林内の作業者から 外部の事務所等への連絡や作業者間で通信を

行う こ と ができ ない。  

こ のため、 ス タ ーリ ンク と の連携によ る 外部と の連絡や作業者間の音声通話が可能な簡

易無線機等（「 Soko-co For est 」。 ㈱breakt hrough、 ㈱JVCケンウ ッ ド ） を用い、 林内での活

用方法を実証し た。  

Soko-co For est （ ３ 台） は、 伐採、 集材、 運搬、 仕分けを行う 作業員が日によ って携帯

し た。  

使用方法と し ては、 各作業員が施業の進捗状況を確認する ための位置確認や伐採木の運

搬時に、 積込者と 運搬者、 運搬車同士、 仕分け者が運搬車の位置情報共有に活用し た。  

ま た、 森林内と 事務所間での連絡構築のため、 ス タ ーリ ンク を利用し た。  

 

イ ， シス テム 概要 

【 シス テム概要図】  
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【 使用機器】  

 

 

【 Soko-co For est の特徴】  

森林内で約１ ～３ kmで通信、 通話が可能。  

ス マート フ ォ ンと 連携し 、 地図上に位置情報を表示し 、 共有可能。  

オフ ラ イ ンでも 、 ス マート フ ォ ンで森林基本図や空中写真など を背景図と し て表示可能 
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２ ） 衛星無線機を 活用し た緊急時など の連絡体制の実証 

ア． 実証方法 

地球全体をカバーする 衛星を利用し た無線装置と デジタ ル簡易無線機をネッ ト ワ ーク 化

する こ と で、 直接、 林内の簡易無線機から 衛星を介し 、 現場外への通信が可能と なる 。  

携帯電話が通話不可能な場所において、 現場外へ連絡可能と なる 仕組みが構築でき る か

を実証し た。  

 

イ ． シス テム 概要 

 

【 シス テム概要図】  

 

 

【 使用機器】  

 

事務所等 

簡易無線機と ネッ ト ワ ーク 化し 、

衛星無線網の使用が可能 

簡易無線 

通常の衛星無線

の利用法 

衛星無線 

簡易無線 

I C-D70 
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３  実証結果と 検証 

（ １ ） 実証結果と 検証 

１ ） 低軌道衛星と デジタ ル簡易無線機と の連携によ る 位置情報共有の実証 

Soko-co For est は、 現場内での位置情報の共有が図る こ と ができ た。  

特に、 Soko-co For est が使用する デジタ ル簡易無線機本体のみで、 約 1. 5 ㎞間（ 直線距

離） で位置情報が確認でき る など 、 広範囲での利用が可能であった。  

ま た、 ス タ ーリ ンク を利用する こ と で、 約８ ㎞離れた事務所と の連絡、 位置情報の共有

が図る こ と ができ る こ と を確認し た。  

 

  

衛星無線機用拡張アンテナ 衛星無線機（ 右） と デジタ ル簡易無線機（ 左）  

車載用無線機 通信拡張ユニッ ト  
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【 実証状況】

 

  

実証時に確認でき た位置情報共有範囲 

使用方法の確認 

低軌道衛星アンテナの設置 

フ ォ ワーダ同士の位置情報の確認 

事務所での作業員の位置情報確認 

遠距離での位置情報共有を確認 
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２ ） 衛星無線機を 活用し た緊急時など の連絡体制の実証 

構築し たシス テムを現地で稼働さ せたと こ ろ、 次の結果と なった。  

・ 接続確認では、 空が広く 見える 現場であれば、 衛星無線がつながる こ と を確認。  

・ 衛星無線と 簡易無線機を連携する シス テムが稼働する こ と を確認。  

・ 衛星無線は使用する 衛星を順次切り 替えていく 仕組みで、 上空の開けた視界の確保が必

要（ イ リ ジウ ム衛星無線のアンテナを地平線と し て、 仰角 8. 2 度よ り 上に空が見わたせ

る 場所） で、 実証地では約 15 分の接続後、 約５ 分切断する サイ ク ルが続いた。  

・ 簡易無線機側（ 森林内） から は、 衛星無線側が切断し ている こ と がわから ないため、 シ

ス テムは稼働し たが、 緊急時での使用に難点がある こ と が判明。  

・ こ のため、 シス テム稼働の実証のみと し 、 運用は行わないこ と と し た。  

 

 

【 実証状況】

 

林内での簡易無線機の通話状況 

衛星無線の通話状況（ 接続と 切断が繰返さ れる ）  
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（ ２ ） 使用する 際の留意点 

［ ス タ ーリ ン ク  ＋ Soko-co For est ］  

・ 充電等が必要な機材が多い。  

《 必要な機材等》  

□ポータ ブルバッ テリ ー（ ス タ ーリ ンク 用）  

□使用者分のデジタ ル簡易無線機及びス マート フ ォ ンの充電 

・ 毎日ス マホ、 無線機を充電し なければなら ない。  

・ 毎日、 使用開始前に動作確認を行う 必要がある 。  

・ 今回使用し た事業地では、 デジタ ル間の無線機の通信が概ね良好であった。  

・ デジタ ル簡易無線機と ス マート フ ォ ンを常に携行する 必要がある。（ 自分のス マホを含め

る と ス マホの２ 台持ち）。  

 

［ ス タ ーリ ン ク ］  

・ 長期的に現場で使用する ために、 防水仕様と なっていないポータ ブル電源等の機器の保

管、 管理が課題。  

・ 人が常駐し ていない現場に設置する こ と があり 、 盗難に対する 心配がある 。  

・ １ 日現場で使用する 場合、1, 000Wh ク ラ ス 以上の電力量を持つバッ テリ ーが必要と なる。  

 

［ Soko-co For est ］  

・ 事前にメ ーカー側での林班データ 等の作成、 セッ ト アッ プ期間が必要である 。  

・ 位置情報の取得、 共有頻度が増える と 無線機のバッ テリ ー消耗が激し い。  

 

（ ３ ） 利用者の感想 

・ Soko-co For est へ森林計画図を組み込むこ と で、 作業位置の確認や境界など も 確認でき

る こ と が良かった。  

・ 材を運搬する 際、 フ ォ ワ ーダ同士の位置確認ができ 、 退避場所の確認し ながら ス ムーズ

に作業でき た。  

・ 無線機によ り 随時コ ミ ュ ニケーショ ンか取れる こ と で、 作業のムダ、 ムラ が減った。  

・ 無線機がある こ と で、 いざと いう 時への安心感につながった。  

・ お互いの位置がス マホで確認ができ る ので、 安心感があった。  

・ 接近し た際教えてく れる のが良い。  

・ GPS の観測間隔が短く なり 、 バッ テリ ーの減り も 少なく なってほし い。  

・ 常に携帯し なければなら ないので、 作業によ っては邪魔になる 。  
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４  課題と 今後の計画 

 

今回、 電波不干渉地帯での緊急連絡体制の構築が可能である こ と を実証し た。  

ス タ ーリ ンク と デジタ ル簡易無線機の連携では、 森林内から 作業員が離れた事務所へ連絡

する こ と が可能になったこ と に加え、 Soko-co For est は、 作業員同士の位置情報の共有によ

る 安全性の確保に加え、 フ ォ ワ ーダの集材時の効率化にも つながる など 、 実証し たシス テム

の機能が効果的に働く 結果と なった。  

一方、 Soko-co Forest 導入する 場合、 運営経費を経費に上乗せと する こ と になる ため、 効

果と 経費について検討が必要である 。  

ま た、 各キャ リ アによ り ス マート フォ ンと ス タ ーリ ンク の直接通信が進めら れている こ と

から 、 今後、 山間部のおける 通信環境は大幅に改善する こ と が期待でき る 。  

今後は、 こ う し た通信環境変化を実際に確認し た上で、 現場での安全確保に有効な手段を

整理し 、 選択する こ と が必要と 考えら れる 。  

 



  

 

第 3 章 富山県林業イ ノ ベーショ ン推進協議会の運営 

 

１  開催日時と 内容 

 

開催日 会議名等 議事内容 

令和７ 年 

4 月 24 日 

第 1 回 

富山県林業イ ノ ベーシ

ョ ン推進協議会 

１  議題 

（ １ ） 令和６ 年度収支決算について 

（ ２ ） 令和７ 年度事業計画及び収支予算について 

（ ３ ） ス マート 林業技術等の実証事業について 

（ ４ ） 意見交換 

令和７ 年 

9 月 30 日～ 

10 月１ 日 

ス マート 林業先進地視

察研修 

（ 愛知県豊田市、 岐阜

県関市）  

１  視察先・ 内容 

（ １ ） 豊田森林組合 

Ｇ Ｉ Ｓ 活用によ る 施業データ 管理、 タ ワ ーヤーダに

よ る 木材生産 など 

（ ２ ） 愛知県林務課 

ス マート 林業ツール定着の取組 など 

（ ３ ） 岐阜県森林組合連合会木材ネッ ト ワ ーク センタ ー 

シス テム販売、 丸太自動認識シス テム など  

２  参加者 

県、 市町村、 公社、 林業事業体、 木材加工業者など 

24 名 

令和７ 年 

10 月 11 日 

と やま 森と 木のフ ェ ス

タ （ 出展）  

１  内容 

（ １ ） 実証事業のパネル展示 

（ ２ ） soko-co FOREST体験会 

（ ３ ） 大型ド ロ ーン展示・ 操縦体験会 

令和７ 年 

10 月 16 日 

第１ 回 

実証事業現地研修会 

１  場所 

富山市舟倉地内（ 公社造林地）  

２  内容 

タ ワ ーヤーダによ る 木材生産 

講師： 飛騨市森林組合 新田課長 

３  参加者 

国、 県、 市町村、 林業事業体など 

43 名 

 

  



  

 

開催日 会議名等 議事内容 

令和７ 年 

11 月５ 日 

第２ 回 

実証事業研修会 

１  場所 

富山市八尾町地内（ 造林事業実施箇所）  

２  内容 

（ １ ） 緊急時の連絡体制の構築： soko-co FOREST 

（ ２ ） ３ Dス キャ ナを用いた森林整備事業の申請・ 検査に

おける デジタ ル技術の活用： マプリ ィ  

３  参加者 

県、 市町村、 林業事業体など 24 名 

令和７ 年 

12 月１ 日 

現地研修会 １  場所 

魚津市東城地内 

２  内容 

リ モコ ン式地拵え機デモ： 新川森林組合 

３  参加者 

県、 市町村、 公社、 林業事業体など 45 名 

令和８ 年 

３ 月 19 日 

第 2 回 

富山県林業イ ノ ベーシ

ョ ン推進協議会 

１  議題 

（ １ ） ス マート 林業技術等の実証事業の概要 

（ ２ ） 意見交換 

 

  



  

 

２  メ ンバー構成 

 

№ 会 員 名 所属等 備 考  

1 富山県 森林政策課 県  

2 魚津市 農林水産課 市町村  

3 滑川市 農林課 市町村  

4 黒部市 農林整備課 市町村  

5 入善町 建設課 市町村  

6 朝日町 農林水産課 市町村  

7 富山市 森林政策課 市町村  

8 上市町 産業課 市町村  

9 立山町 農林課 市町村  

10 舟橋村 生活環境課 市町村  

11 高岡市 農地林務課 市町村  

12 氷見市 農林畜産課 市町村  

13 小矢部市 農林課 市町村  

14 射水市 農林水産課 市町村  

15 砺波市 農地林務課 市町村  

16 南砺市 森林・ 農地整備課 市町村  

17 （ 公社） 富山県農林水産公社 森林部 林業関係団体  

18 富山県森林組合連合会 代表理事会長  林業関係団体 会長  

19 富山県木材組合連合会 副会長専務理事 木材関係団体 副会長  

20 富山県素材生産組合 会長 （ 中川工業㈱）  民間林業事業体 監事 

21 新川森林組合 業務部 森林組合 監事 

22 立山山麓森林組合 事業部 森林組合  

23 富山森林組合 事業課 森林組合  

24 富山県西部森林組合 業務部 森林組合  

25 と やま 県産材需給情報調整センタ ー 事務局（ 県森林組合連合会）  木材加工、 流通  

26 NiX JAPAN㈱ 都市計画部 検証事業体  

27 コ マツ富山㈱ 業務部 検証事業体  

28 NTT アド バンス テク ノ ロ ジ㈱ 西日本事業本部 検証事業体  

29 ㈱竹谷商事 － 検証事業体  

30  ㈱フォ レ ス ト シー IoT 通信事業部 検証事業体  

31 北陸電気工業㈱ － 検証事業体  

32 DeepForest Technologies㈱ 事業総括部 検証事業体  

33 中日本航空㈱富山支店 － 検証事業体  

34 新川農林振興センタ ー 林政・ 普及班 県出先  

35 富山農林振興センタ ー 林政・ 普及班 県出先  

36 高岡農林振興センタ ー 林政・ 普及班 県出先  

37 砺波農林振興センタ ー 林政・ 普及班 県出先  

38 県森林研究所 － オブザーバー  

39 県木材研究所 － オブザーバー  

40 鹿児島大学 非常勤講師 オブザーバー  

41 アジア航測㈱北陸支店 － オブザーバー  

42 事務局（ 県森連）  事務局長 （ 専務）     



  

 

３  議事録 

 

令和７ 年度 第１ 回富山県林業イ ノ ベーショ ン推進協議会 議事録 

【 日時】 令和７ 年４ 月２ ４  日( 木)  １ ４ ： ０ ０ ～１ ５ ： ３ ０  

【 場所】 富山県民会館７ ０ １ 号室 

 

令和７ 年度 第２ 回富山県林業イ ノ ベーショ ン推進協議会 議事録 

【 日時】 令和７ 年３ 月１ ９ 日（ 木）  １ ４ ： ０ ０ ～１ ５ ： ２ ０  

【 場所】 富山県民会館７ ０ １ 号室 

 

（ ※内容は別紙参照）  

  

別紙のサンプル 



  

 

４  開催状況 

 

【 協議会】  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

   

第 1 回( R7. 4. 24)  

   

第 2 回( R8. 3. 19）  

【 先進地視察】  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 9 月 30 日～10 月１ 日 愛知県・ 岐阜県内 



  

 

【 研修会】  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ 回( R7. 10. 16）  富山市舟倉地内（ 公社造林地）  

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回( R7. 11. ５ )  富山市八尾町 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回( R7. 12. 1)  魚津市東城地内 

 

 

こ の取組みは、「 森林環境譲与税」 を活用し ています。  


